
■■■

、

<謁
雲

;鞍憩う

、～

匙一室=

再一一宇

雲声~P画筆＝蕊型

一＝＝二一一

ﾏーー

割ｌｅＮｏ､４６一
Ｂ
■

ト
ー
Ｌ

Ｉ

山口大学医学部
附属病院
（山口県宇部市）

－－－寺子←

「
Ｃ
Ｒ
虹
」
の
視
点
を
生
か
す

Ｐ
Ｍ
Ｓ
業
務
で
薬
剤
部
が
新
シ
ス
テ
ム
導
入

一一＝‐‐・‐一一一＝‐‐・‐一

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
だ
。
す
で
に
医
療

情
報
部
と
の
調
整
は
２
０
１
０
年
中
に

終
え
、
今
年
度
内
に
は
稼
働
す
る
見
込

み
だ
が
、
随
所
に
ク
リ
ニ
カ
ル
・
リ
サ
ー

チ
・
コ
ー
デ
ィ
、
不
－
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）

の
視
点
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

－

Ｄ
Ｉ
室
が
一
元
管
理

ー

ノ
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－－－寺子←

シ
ス
テ
ム
構
築
を
提
言
し
た
の
が
、

加
年
９
月
か
ら
薬
剤
部
長
に
就
い
た
古

川
裕
之
教
授
。
院
内
だ
け
で
な
く
、
院

外
処
方
せ
ん
を
受
け
る
保
険
薬
局
も
参

加
す
る
方
式
を
目
指
し
て
い
る
。

古
川
氏
は
、
「
薬
物
有
害
反
応
（
Ａ

Ｄ
Ｒ
）
の
検
出
は
、
病
院
で
は
患
者
・

医
師
・
看
護
師
と
の
接
点
を
持
っ
て
い

る
病
棟
担
当
薬
剤
師
が
行
う
こ
と
が
効

率
的
。
ま
た
、
地
域
の
保
険
薬
局
と
の

相
互
情
報
交
換
も
行
い
、
検
出
し
た
Ａ

Ｄ
Ｒ
情
報
を
Ｄ
Ｉ
室
で
集
積
・
管
理
し
、

Ａ
Ｄ
Ｒ
情
報
と
し
て
処
方
医
と
製
薬
会

宥岳茜子
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薬
剤
部
主
導
で
臨
床
試
験
（
治
験
）

の
実
施
体
制
を
構
築
し
、
中
国
地
区
の

治
験
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
的
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
山
口
大
学

医
学
部
附
属
病
院
薬
剤
部
。
国
内
治
験

の
縮
小
に
伴
っ
て
ド
ラ
ッ
グ
・
ラ
グ
が

社
会
問
題
化
し
、
国
民
が
蛾
先
端
の
薬

物
治
療
を
求
め
る
動
き
も
目
立
つ
巾

で
、
治
験
に
対
す
る
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な

活
動
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ド
ラ
ッ
グ
・
ラ
グ
の
解
消
に
向
け
て

は
、
新
薬
に
承
認
条
件
を
付
け
た
り
、

公
知
申
請
に
よ
る
適
応
追
加
の
承
認
を

よ
り
推
進
し
た
り
す
る
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
一
方
、
日
本
人
の
臨
床
デ
ー

タ
不
足
も
あ
っ
て
、
近
年
は
市
販
後
の

安
全
性
（
と
有
効
性
）
の
監
視
が
よ
り

重
視
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

治
験
経
験
が
豊
富
な
こ
の
薬
剤
部
が

取
り
組
み
始
め
た
の
が
、
製
造
販
売
後

調
査
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
の
増
加
に
対
応
で
き
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社
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
大
な

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
強
調
す
る
。

Ａ
Ｄ
Ｒ
情
報
は
、
電
子
情
報
と
し
て

Ｄ
Ｉ
室
が
一
元
管
理
す
る
。

従
来
の
Ｄ
Ｉ
室
業
務
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の

疑
い
が
生
じ
た
場
合
は
過
去
履
歴
な
ど

を
検
索
し
て
情
報
提
供
す
る
「
過
去
」

を
向
い
た
も
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
し

か
し
、
岡
薬
剤
部
の
場
合
は
、
こ
れ
ま

で
の
治
験
対
応
経
験
な
ど
も
生
か
し
、

一
定
範
囲
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
予
見
す
る
な
ど

「
前
」
に
向
い
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
対
応
が
実
現

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
い
わ
ば
Ｃ
Ｒ

Ｃ
の
視
点
だ
。

Ｃ
Ｒ
Ｃ
か
ら
学
び
、
観
察
力
を
強
化

し
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
情
報
を
検
出
す
る
能
力
を

薬
剤
師
全
員
が
持
つ
必
要
性
は
大
き
い

と
い
え
る
。

①薬剤部のリーダー。右から腐賓清司副薬剤部長、尾家重治副薬剤部長、古川薬剤部長、内田豊副薬剤部長②臨床試験支援

センターの有馬主査（手前）と篠崎薬剤師③ＴＤＭで薬物治療を支援する原田主査（右）と渡遥薬剤師④Ｄｌ室を担う幸田
主査（左）と長達薬剤師⑤石原主査（右から二人目）を中心とする注射薬調剤部門スタッフ。笑いが絶えない

回自■ＦｑＱ１０ＣＴ

Ｏｂ領内岸９

が
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
た
す
こ
と

で
、
必
要
な
場
合
は
薬
剤
師
が
Ｍ
Ｒ
に

同
行
し
て
医
師
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
な
ど
の
行
動
モ
デ
ル
も
で
き

る
」
（
古
川
氏
）

将
来
的
に
は
電
子
カ
ル
テ
か
ら
、
Ａ

Ｄ
Ｒ
の
疑
い
を
シ
グ
ナ
ル
検
出
で
き
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
も

古
川
氏
は
考
え
て
い
る
。

治
験
の
受
託
で
は
、
製
薬
企
業
に
対

す
る
Ｐ
Ｒ
に
余
念
が
な
い
。
古
川
氏
は

「
縮
み
始
め
て
い
る
国
内
治
験
を
活
性

化
し
、
山
口
大
学
が
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
た
め
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

製
薬
企
業
の
開
発
担
当
者
に
理
解
を
得

る
必
要
が
大
き
い
」
と
考
え
て
い
る
。

目
下
、
企
業
の
開
発
担
当
者
を
対
象

に
し
た
院
内
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、

参
加
者
に
は
病
院
が
修
了
証
明
番
を
出

す
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
椛
想
中
で
、
ｎ

年
２
月
に
も
モ
デ
ル
ッ
ア
ー
を
実
施
す

る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

一
方
、
医
療
安
全
対
策
の
一
環
と
し

て
、
薬
剤
部
主
導
で
始
め
た
の
が
、
添

付
文
書
の
用
法
・
用
量
記
載
の
見
直
し

だ
。
特
に
注
射
剤
の
添
付
文
書
に
つ
い

て
は
、
製
剤
の
規
格
と
実
際
に
使
用
し

て
い
る
単
位
が
異
な
る
も
の
が
少
な
く

な
い
た
め
、
臨
床
現
場
で
投
与
並
を
計

算
す
る
際
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
い
。
そ

の
た
め
、
ミ
ス
を
誘
発
す
る
記
載
を
改

釘

Ｍ
Ｒ
に
薬
剤
師
が
同
行

丘

３１YakugyoJiho2011,1.10

織
鮒
剛

Ｉ
‐

脚Ｌ＝

鶏I：

Ｉ

昂
『

一

一
》

I｡ﾃｰ啄

一"画、、‘ずAｊ

Ｐ
Ｍ
Ｓ
業
務
を
担
当
し
て
い
る
Ｍ
Ｒ

へ
の
対
応
で
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ

る
と
い
う
。

「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
対
応
は
、
医
師
に
と
っ
て

は
非
常
に
煩
雑
。
そ
の
た
め
に
Ｍ
Ｒ
は

医
師
と
接
触
す
る
機
会
が
得
ら
れ
に
く

く
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
情
報
収
集
が
な
か
な
か
う

ま
く
進
ま
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

Ｍ
Ｒ
が
患
者
情
報
に
直
接
触
れ
る
問
題

も
最
近
は
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ
Ｉ
室

-＄

鮒箇

ゴー

認

一一~



1．病床数は７３６床。薬剤
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現
場
か
ら

部長は前任の神谷晃氏から

〆

2010年９月に古川氏にバト
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古
川
氏
は
就
任
し
て
ま
だ
４
カ
月
。

前
職
の
金
沢
大
学
病
院
で
は
、
薬
剤
部

を
経
て
、
教
員
（
准
教
授
）
と
し
て
臨

床
試
験
管
理
セ
ン
タ
ー
と
医
療
安
全
管

理
部
で
職
極
的
に
業
務
を
行
っ
て
き

た
。
加
年
間
以
上
、
医
療
安
全
管
理
に

携
わ
り
、
薬
剤
部
を
外
側
か
ら
み
て
き

た
経
験
は
、
今
後
の
薬
剤
部
運
営
に
プ

ラ
ス
に
な
り
そ
う
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
、

シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
「
薬
剤
部
自
体
が
オ
ー
プ
ン
な

体
質
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
古

川
氏
は
強
調
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
院
内
・
院
外
で
相
談

し
や
す
い
、
信
頼
さ
れ
る
薬
剤
部
に
さ

ら
に
成
長
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
将
来

は
、
地
域
の
薬
剤
師
の
研
修
の
場
と
し

薬
剤
部
を
オ
！
ブ
ン
に

め
、
投
与
鐘
計
算
が
し
や
す
い
表
現
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

●

ＭＥＭＯ

山口大学医学部

附属病院
て
同
大
薬
剤
部
が
機
能
を
発
揮
し
、
地

域
医
療
に
お
い
て
も
存
在
感
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
構
想
も
進
め
て
い
る
。

基
本
的
に
チ
ー
ム
医
療
は
、
互
い
の

信
頼
が
鍵
。
「
臨
床
現
場
で
は
医
師
と

看
護
師
が
薬
物
治
療
に
当
た
っ
て
い
る

が
、
他
職
種
の
人
た
ち
が
う
ま
く
業
務

を
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
き
間
を

埋
め
て
い
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
的
な
役

割
が
薬
剤
師
。
例
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は

臨
床
試
験
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き

た
。
そ
れ
を
活
用
し
て
、
同
意
説
明
文

書
を
作
成
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
な
ど

も
必
要
。
薬
学
教
育
６
年
制
と
い
う
時

代
で
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
薬
剤
師
を

育
て
る
教
育
を
現
場
か
ら
ア
ピ
ー
ル
す

る
必
要
が
あ
る
」

同
大
薬
剤
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
と
に

か
く
「
ス
マ
イ
ル
」
（
古
川
氏
）
。
職
極

的
に
提
言
す
る
薬
剤
師
が
患
者
の
医
擁

安
全
確
保
に
、
具
体
的
な
成
果
を
生
み

出
し
つ
つ
あ
る
。
（
大
西
一
幸
）

山口県宇部市南小串１－１－

く

CRCのための治験に関する

共著も。薬剤部は常勤職員

ンタッチ。両者ともに、臨

床試験マネジメントやＣＲＣ

養成などで活躍している。

ＣＯＬＵＭＮ

３５人体制。

ノＬ

型国
診

ｕな Ｖｏｌ､４６
工藤高（MMｵﾌｨｽ代表）

(<どう･たかし)１９５８年生｡日本大経済学部卒｡河北総合病院医事係長、

亀田総合病院分院森の里病院医事課長など20年近い病院勤務を経て、

(株)ＭＭオフィスを設立｡関東学院大大学院経済学研究科非常勤講師
療 報 酬 の 話

い

在宅医療も機能分化時代へ

在
宅療養支援診療所（支援診）は2006年度改定２５１４診療所（１０年８月現在・同）になったものの、

で創設され、２年後の０８年度改定では在宅療全体の割合から見れば微増です。それも既存の診療所

養支援病院（支援院）も創設されました。ともに要件の新規届出ではなく、新規開業による届出と推測され

は「24時間連絡及び往診可能な体制」「他の保険医療ます°支援院は、従来から地域で積極的に在宅医療へ

機関及び訪問看護ステーションと連携及び情報提供取り組んできた診療所を脅かしているようでもあり

可能な体制」などです。ます。

10年度改定では支援院の要件緩和が行われ、「許可ですが、「地域完結型連携」による共存共栄を目指

病床数が200床未満」の病院であれば届出が可能とす病院にとってそれは得策ではありません。

なりました。改定前は「半径4kｍ以内に診療所が存都内のＡ支援院は在宅医療の対象を診療所では対

在しない」ことが要件だったため、離島やへき地の病応できない神経難病やターミナル状態の患者に限定

院に限定されていました。そのため全国で11病院(0９しています。機能を分け、それ以外の在宅患者は地域

年７月１日現在・厚労省）しかありませんでしたが、の診療所へ積極的に逆紹介をしています。紹介患者が

今回の要件緩和で329病院(８月時点)に増えました。少ないと嘆く病院は、逆紹介患者も少ない傾向があり

これに対し、支援診は改定後に559増え、１万ます°単なる我田引水で〕塵携はうまくいきません。
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